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問
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の
審
議

閉
会
中
の
審
議

多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た

多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

全
37
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

全
37
議
案
を
審
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し
ま
し
た

質
問
者
本
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す
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者
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国民健康保険 60億2,747万2,000円

老人保健 4億9,787万2,000円

農業集落排水事業 4億1,495万3,000円

公共下水道事業 8億5,017万6,000円

介護保険 28億5,968万1,000円

介護サービス事業 690万7,000円

後期高齢者医療 3億9,041万4,000円

　　　　　　　計 110億4,747万5,000円

特　別　会　計特　別　会　計

水　道　事　業　会　計水　道　事　業　会　計

水道事業会計　 13億7,962万9,000円

３月７日から 21 日までの会期で開催

され、20年度予算案を中心に、多岐に

わたり質疑が行われました。

平成 20 年 第１回定例会

　20 年度一般会計予算は、総額 162 億 700 万円で前年度予算対比 1.4％の減、特別会計予算総

額は、110 億 4,747 万 5,000 円で前年度予算対比 26.0％の減（※）となっています。

　また、水道事業会計は、13 億 7,962 万 9,000 円で前年度予算対比 3.1％の減となっています。

　20年度の一般会計予算、特別会計予算、水道事業会計予算の総額は、286億3,410万4,000円

で、前年度対比 12.7％の減となっています。

り
、
滞
納
者
宅
を
訪
問
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

水
道
の
普
及
率
は

問
　
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、

収
入
で
資
本
的
収
入
四
〇
四
八
万

円
に
対
し
て
、
資
本
的
支
出
が
二

億
八
八
二
七
万
五
〇
〇
〇
円
で
、

二
億
四
七
七
九
万
五
〇
〇
〇
円
の

不
足
分
を
補
っ
て
い
る
損
益
勘
定

留
保
資
金
と
は
、
ど
ん
な
資
金
な

の
か
。

　
今
ま
で
水
道
事
業
に
多
く
設
備

投
資
を
し
て
き
た
本
市
の
上
水
道

普
及
率
は
何
％
か
。

答
　
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
は
、
過
年
度
に
お
い
て
費
用
に

計
上
さ
れ
、
現
金
の
支
出
を
伴
わ

な
い
減
価
償
却
費
や
資
産
減
耗
費

な
ど
、
企
業
内
部
に
留
保
さ
れ
た

資
金
の
こ
と
で
す
。
資
本
的
収
入

︵
出
資
金
、
負
担
金
等
︶が
資
本
的

支
出
︵
建
設
改
良
費
、
企
業
債
償

還
金
等
︶
に
対
し
て
不
足
す
る
場

合
の
補
填
財
源
に
な
る
も
の
で

す
。

　
本
市
の
水
道
普
及
率
は
、
十
八

年
度
実
績
地
区
別
で
、
岩
瀬
九

〇
・
九
％
、
真
壁
八
一
・
四
％
、
大

和
八
一
・
二
％
、
全
体
で
八
五
・

六
％
で
す
。
県
の
普
及
率
は
九
〇

％
く
ら
い
な
の
で
安
心
・
安
全
な

水
を
Ｐ
Ｒ
し
て
普
及
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

岩
瀬
駅
前
の
開
発
計
画
は

問
　
岩
瀬
駅
自
由
通
路
等
基
礎
調

査
委
託
料
が
二
〇
〇
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
。
合
併
特
例
債
事
業
で

あ
る
袴
線
橋
の
再
検
討
を
。

答
　
岩
瀬
駅
は
朝
夕
に
つ
き
、
真

壁
・
大
和
地
区
か
ら
多
く
の
学
生

が
や
っ
て
き
ま
す
。
通
勤
時
間
は

渋
滞
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
駅

前
道
路
整
備
に
関
連
し
て
袴
線
橋

を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
三
町
村

の
融
和
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
調
査
や
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
し

て
、
今
後
、
議
会
の
議
決
を
い
た

だ
い
た
後
に
準
備
を
整
え
て
か
ら

事
業
に
着
手
し
ま
す
。

学
校
給
食
の
実
態

問
　
本
市
に
お
い
て
は
学
校
給
食

の
食
材
が
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
地
元

の
食
材
は
何
％
ぐ
ら
い
使
っ
て
い

る
の
か
。

　
現
在
給
食
費
の
未
納
額
は
ど
れ

く
ら
い
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の

か
。

答
　
中
国
製
品
は
北
、
南
給
食
セ

ン
タ
ー
と
も
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

地
元
産
の
製
品
は
、
米
に
つ
い
て

は
一
〇
〇
％
、
大
根
、
キ
ュ
ウ
リ
、

玉
ネ
ギ
等
は
二
五
％
か
ら
三
〇
％

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
給
食
費
滞
納
額
は
、
平
成
二
十

年
二
月
末
現
在
で
、
北
給
食
セ
ン

タ
ー
は
一
一
四
万
九
五
四
〇
円
。

南
給
食
セ
ン
タ
ー
は
八
七
九
万
七

〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
学
校
と
協
力
し

学
校
側
か
ら
言
っ
て
い
た
だ
い
た
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桜川市の上水道普及率の推移

※特別会計予算26.0％減の理由…本年４月から施行された後期高齢者医療制度により、老人保健特別会計予算が大幅

に縮小されたものです。平成20年３月以前の診療分は老人保健制度の予算から支出されるため、おおむね１ヵ月分の予

算が編成されています。
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問

一
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質
問

閉
会
中
の
審
議

閉
会
中
の
審
議

多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た

多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

全
37
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

全
37
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

土
地
借
り
上
げ
料
、
そ
の
後
は

問
　
大
和
幼
稚
園
前
の
土
地
借
り

上
げ
料
七
三
万
八
〇
〇
〇
円
は
前

回
議
会
で
も
要
望
が
出
て
い
た

が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
　
昨
年
十
二
月
に
契
約
書
の
案

を
作
成
し
、
地
権
者
と
交
渉
中
で

す
。

シ
ト
ラ
ス
管
理
費
の
見
直
し
を

問
　
シ
ト
ラ
ス
管
理
費
に
つ
い

て
、
清
掃
業
務
、
夜
間
警
備
、
消

防
設
備
等
細
部
に
わ
た
る
委
託
料

を
一
元
化
す
る
等
、
管
理
費
の
見

直
し
、
精
査
を
し
て
安
く
な
る
よ

う
努
力
す
べ
き
で
は
。

答
　
現
在
、
行
政
改
革
の
中
で
行

政
評
価
等
庁
内
で
も
検
討
会
議
を

開
き
、
予
算
執
行
時
に
は
十
分
再

確
認
を
し
て
適
正
な
執
行
に
当
た

り
ま
す
。

夜
間
警
備
委
託
料
が
抑
え
ら

れ
て
い
る

問
　
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園

の
夜
間
警
備
委
託
料
が
安
く
抑
え

ら
れ
た
経
緯
は
。

答
　
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
職
員

間
で
で
き
る
限
り
安
く
抑
え
る
よ

う
話
し
合
い
、
昨
年
よ
り
も
五

％
、
一
〇
％
と
い
う
形
で
下
げ
る

努
力
を
し
た
結
果
で
す
。

講
師
謝
礼
金
の
内
容
は

問
　
都
市
計
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
講
師
謝
礼
二
万
四
〇
〇
〇
円
の

内
容
は
。

答
　
桜
川
市
の
景
観
条
例
を
策
定

し
よ
う
と
す
る
際
の
、
都
市
整
備

課
の
担
当
職
員
・
各
界
各
層
の
代

表
の
方
々
二
〇
人
か
ら
三
〇
人
で

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

と
き
、
大
学
の
先
生
方
に
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う

と
き
の
講
師
謝
礼
で
す
。

︵
仮
称
︶
多
目
的
施
設
建
設

事
業

問
　
︵
仮
称
︶
多
目
的
施
設
建
設

に
関
す
る
予
算
が
本
年
度
の
予
算

書
に
上
が
っ
て
な
い
わ
け
は
。

答
　
六
月
か
、
あ
る
い
は
九
月
の

補
正
で
実
施
設
計
委
託
料
の
補
正

を
お
願
い
す
る
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
の
発
掘
費

問
　
︵
仮
称
︶
多
目
的
施
設
建
設

予
定
地
の
公
民
館
の
発
掘
費
の
予

算
は
。

答
　
文
化
財
保
護
費
の
中
に
三
五

六
万
円
く
ら
い
の
予
算
で
組
ん
で

あ
り
ま
す
。

管
理
費
増
の
理
由
は

問
　
今
年
度
予
算
が
全
体
で
昨
年

よ
り
減
少
し
て
い
る
の
に
、
一
般

管
理
費
に
つ
い
て
は
増
加
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
退
職
者
が
十
九
年
度
は
十
人

で
、
二
十
年
度
が
二
十
一
人
で
あ

り
、
退
職
手
当
特
別
負
担
金
が
増

加
し
た
た
め
で
す
。

市
長
報
酬
は
高
く
な
い
か

問
　
市
長
報
酬
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
と
比
較
し
て
も
高
い
が
、
緊

縮
財
政
の
折
り
、
ど
う
し
て
い
る

か
。

答
　
市
長
報
酬
に
つ
き
ま
し
て

は
、
合
併
協
議
会
で
適
当
と
の
判

断
を
い
た
だ
き
、
現
在
も
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
手
当

等
は
一
切
な
く
、
経
費
の
節
減
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
の
目
線

に
立
っ
て

問
　
﹁
あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
﹂
は
市
民
の
目
線
に
立
っ
て

判
断
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
市
民
が
﹁
あ
な
た
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
﹂
と
い
う
目
線
で
、

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
姿
勢
を
大
切

に
や
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

森
林
湖
沼
環
境
税
導
入
の
金
額

問
　
森
林
湖
沼
環
境
税
導
入
に
つ

い
て
。
個
人
法
人
で
の
金
額
ま
た

は
徴
収
方
法
に
つ
い
て
。

答
　
森
林
湖
沼
環
境
税
は
県
の
目

的
税
で
す
。
個
人
に
つ
き
ま
し
て

は
、
均
等
割
り
で
年
額
一
〇
〇
〇

円
で
あ
り
、
市
町
村
が
徴
収
し
ま

す
。
法
人
の
ほ
う
は
法
人
県
民
税

の
均
等
割
り
に
プ
ラ
ス
一
〇
％
と

い
う
こ
と
で
、
定
額
で
は
な
く
率

で
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。
課
税
の

期
間
は
二
十
年
度
か
ら
五
ヵ
年
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

県
の
租
税
管
理
機
構
、
実
績
は

問
　
県
の
租
税
管
理
機
構
負
担
金

が
三
四
二
万
五
〇
〇
〇
円
出
て
い

る
が
、
十
八
年
度
と
十
九
年
度
の

当
市
に
対
し
て
の
実
績
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

答
　
十
八
年
度
の
徴
収
額
の
実
績

は
、
収
入
額
と
し
て
七
七
五
万
二

〇
七
六
円
の
収
入
が
あ
り
、
十
九

年
度
は
会
計
年
度
が
終
わ
っ
て
い

な
い
の
で
集
計
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。

桜
川
の
救
急
隊
で
高
速
道
路

の
救
急
対
応
が
で
き
る
の
か

問
　
広
域
消
防
負
担
金
が
六
億
一

三
〇
〇
万
円
出
て
い
る
。
桜
川
筑

西
イ
ン
タ
ー
が
四
月
十
二
日
に
開

通
し
た
が
、
桜
川
消
防
署
の
救
急

隊
で
高
速
道
路
の
救
急
対
応
が
で

き
る
の
か
。

答
　
高
速
救
急
隊
は
桜
川
消
防
署

︵
旧
岩
瀬
消
防
署
︶
一
〇
名
ぐ
ら

い
が
交
代
で
対
応
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
が
増
額

問
　
地
方
交
付
税
が
、
前
年
度
よ

り
三
億
三
〇
〇
〇
万
円
増
額
し
た

理
由
と
、
二
七
三
億
円
の
地
方
債

残
高
に
対
す
る
中
間
財
政
計
画
の

説
明
を
。

答
　
地
方
交
付
税
は
、
今
年
度
、

地
方
再
生
対
策
費
が
一
億
七
九
〇

〇
万
円
ぐ
ら
い
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
よ
り
増
額
し
ま
し
た
。

　
中
期
財
政
計
画
は
十
九
年
度
か

ら
の
五
ヵ
年
計
画
を
策
定
し
て
お

り
、
毎
年
度
、
見
直
し
な
が
ら
計

画
書
に
近
づ
け
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

地
域
創
造
助
成
金
と
は

問
　
雑
入
で
地
域
創
造
助
成
金
が

四
八
〇
万
円
入
っ
て
お
り
、
ま

た
、
文
化
振
興
費
の
中
に
八
三
〇

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域

創
造
助
成
金
の
内
容
を
説
明
い
た

だ
き
た
い
。

答
　
地
域
創
造
と
い
う
財
団
法
人

が
あ
り
、
そ
の
法
人
か
ら
の
助
成

金
で
す
。
芸
術
文
化
の
振
興
に
よ

る
創
造
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、
全
国
の
地
方
団
体

の
出
捐
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
も
の

で
、
今
回
の
国
民
文
化
祭
に
際
し

補
助
金
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
伴

い
市
か
ら
の
分
と
合
算
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【デマンド型乗合タクシー】
　利用者それぞれの希望時間帯、乗

車場所などの要望（デマンド）にこ

たえる新たな公共交通。タクシーの

便利さを、バス並みの料金で提供で

きることが大きな特徴です。

　電話で予約し、乗車、目的地まで

向かいます。乗り合いなので、ほかにも同じ便に予約した人

がいれば道順に回って目的地まで運行します。

■運 行 日 時…月〜金曜日 8：00 〜 17：00、１時間に１便

　　　　　　　 （土・日・祝日・年末年始・お盆は運休）

■運行エリア…市全域 及び 筑波山口バスターミナル

■利 用 料 金…（１回の乗車）大人 300 円、中学生 200 円

　　　　　　　３歳〜小学生 100 円、３歳未満無料

   ※利用するためには、事前の利用登録が必要です。

　　お問い合わせは企画課まで。TEL 0296-58-5111

「森林湖沼環境税」で取り組む施策

［森林の保全・整備］

１ . 森林環境保全のための適正な森林整備の推進

　ϱ公益的機能を持続的に発揮させていくための荒廃した森林の保

全・整備の推進

　ϲ平地林・里山林などの身近な緑の保全・整備の推進

　ϳ森林づくり推進体制の整備

２ . いばらき木づかい運動の推進（県産材利活用の推進）

　・木材需要拡大のための県民が木に触れる機会の提供等

３ . 県民協働による森林づくりの推進

　・県民の意識醸成の推進

［霞ヶ浦等湖沼・河川の水質保全］

１.霞ヶ浦等の水質浄化対策の推進（有機物や窒素・リンの負荷削減）

　ϱ「垂れ流しゼロ」を目指した生活排水対策等（点源対策）の徹底

　ϲ流出水対策（面源対策）の充実

２ . 県民参加による環境保全活動の推進（仕組みづくり・意識醸成）

　ϱ市民活動の促進

　ϲ県民に対する意識啓発


